
山梨県富士川町議会

保育所連合運動会



! !

2万6100円
（4億2184万円）

議会費、商工費など

9万4065円
（15億2028万円）

建物の建設や維持管理、
道水路整備、大型設備の
購入など

12万3489円
（19億9582万円）

社会福祉、高齢者、障が
い者、児童福祉費、保育
所運営費など

4万5549円
（7億3616万円）
学校教育費、生涯学習費、
社会教育費など

2万1778円
（3億5197万円）

防災費、消防団費

4万6627円
（7億5359万円）
保健衛生費、国保・介護
保険などへの繰出

5万8615円
（9億4733万円）

借金の返済（元金、利子）
5万9028円
（9億5402万円）

職員の給与、町長、議員お
よび各種委員などの報酬、
文化ホール運営費など

1万5228円
（2億4612万円）

農業費、林業費、国土調
査費

※（　）内は平成25年度決算額
※一人あたりの額はH26.4.1現在
　人口16,162人で割った額

（土地開発基金を含む）

■基　金（貯金）
（町全体38億4190万円）

町民1人当たり 24万円

■地方債（借金）
（町全体79億5485万円）

町民1人当たり 49万円



【
財
政
課
】

問
　
コ
ピ
ー
機
・
印
刷
機
使
用

料
の
収
入
は
。

答
　
関
係
諸
団
体
の
使
用
料
で
、

金
額
は
コ
ピ
ー
機
・
印
刷
機
、

サ
イ
ズ
や
白
黒
・
カ
ラ
ー
印
刷

な
ど
別
に
決
ま
っ
て
い
る
。

【
企
画
課
】

問
　
過
疎
集
落
等
自
立
再
生
緊

急
対
策
事
業
と
は
。

答
　
国
の
補
助
事
業
で
中
部
区

が
採
択
さ
れ
た
。
中
部
区
で
は

再
生
景
観
づ
く
り
、
交
流
の
場

づ
く
り
、
新
た
な
特
産
品
づ
く

り
な
ど
を
計
画
し
取
り
組
ん
で

い
る
。

【
防
災
課
】

問
　
消
火
栓
設
置
費
の
設
置
し

た
場
所
は
。

答
　
区
の
要
望
に
よ
り
、
天
神

中
條
へ
立
ち
上
げ
式
を
3
カ
所

設
置
し
た
。

問
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
取
り
替
え

は
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
25
年
度
は
30
カ
所
取
り
替

え
た
。
各
区
か
ら
の
要
望
で
、

予
算
の
範
囲
内
で
順
次
取
り
替

え
て
い
く
。

【
税
務
課
】

問
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
導
入
さ

れ
、
事
務
の
効
率
化
は
図
ら
れ

た
か
。

答
　
収
納
処
理
が
デ
ー
タ
交
換

で
済
む
よ
う
に
な
り
事
務
効
率

が
上
が
っ
た
。
ま
た
、
納
付
書

を
郵
便
局
で
も
対
応
し
て
お
り
、

納
税
者
の
利
便
性
も
図
ら
れ
た
。

【
総
務
課
】

問
　
負
担
金
の
統
合
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
は
。

答
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
の
導
入

に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

で
、
各
業
務
間
で
情
報
共
有
が

可
能
な
統
合
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
の
効

率
化
を
図
る
。

慎重に審査を行う分科会

新たな特産品づくりに取り組む中部区

　
町
税
を
は
じ
め
と
す

る
歳
入
全
般
に
つ
い
て
、

滞
納
者
の
内
容
の
分
析

を
的
確
に
行
い
、
滞
納

の
減
少
に
努
め
る
よ
う

申
し
入
れ
た
。

町
へ
の
意
見

　
今
定
例
議
会
で
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
去
る
9
月
5

日
の
本
会
議
で
当
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
を
、
9
月
10
日
、

11
日
、
12
日
、
16
日
に
分
科
会
、

19
日
に
全
体
会
を
開
き
、
慎
重

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

問
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
現
年
度
滞
納
額
が
多
い
が
、

そ
の
理
由
は

答
　
主
な
要
因
は
、
年
度
末
の

修
正
申
告
に
よ
り
課
税
額
が
増

え
た
人
や
、
年
度
途
中
で
会
社

退
職
に
よ
り
国
保
へ
加
入
し
た

人
が
多
か
っ
た
。



元気の源“いきいき筋力教室”（鰍沢福祉センター）

田畑を荒らすイノシシ

【
子
育
て
支
援
課
】

問
　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

策
定
に
か
か
る
ニ
ー
ズ
調
査
は
ど
の

よ
う
に
実
施
し
た
か
。

答
　
町
内
の
小
学
5
年
生
ま
で
の
保

護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。
分
析
結
果
を
来
年
度
に

反
映
さ
せ
る
。

【
福
祉
保
健
課
】

問
　
「
い
き
い
き
筋
力
教
室
」
の
現
状
と

地
域
の
関
わ
り
は
。

答
　
地
区
ご
と
に
高
齢
者
を
対
象
に

24
会
場
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
し
、
地
域
で
自
主
的
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
お
り
、
一
部
地
域

で
は
す
で
に
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

【
町
民
生
活
課
】

問
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
住
民
票
、
印

鑑
証
明
書
発
行
数
は
。

答
　
住
民
票
が
5
0
0
件
、
印
鑑
証

明
書
が
4
3
2
件
。

問
　
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
発

行
し
た
証
明
書
の
件
数
は
。

答
　
住
民
票
7
2
9
件
、
印
鑑
証
明

書
7
4
9
件
、
戸
籍
謄
本
な
ど

7
6
2
件
。

問
　
保
険
給
付
費
が
増
え
て
い
る
が
、

医
療
費
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
　
特
定
健
診
受
診
率
ア
ッ
プ
の
広

報
活
動
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉

保
健
課
と
連
携
し
て
町
民
の
健
康
増

進
に
努
め
て
い
く
。

問
　
疾
病
分
類
受
診
状
況
で
、
統
合

失
調
症
の
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

対
策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

答
　
相
談
窓
口
は
実
施
し
て
い
る
が
、

関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
対
応
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

【
上
下
水
道
課
】

問
　
簡
易
水
道
の
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
、

布
設
替
詳
細
設
計
業
務
の
範
囲
は
。

答
　
鰍
沢
警
察
署
か
ら
東
へ
向
か
う

道
路
内
と
、
新
田
地
区
へ
の
支
線
を

含
め
2
0
0
ｍ
。
残
り
は
約
5
6
0

ｍ
あ
る
。

【
農
林
振
興
課
】

問
　
有
害
鳥
獣
駆
除
報
償
の
内
容
は
。

答
　
1
匹
（
頭
）
あ
た
り
、
サ
ル
2
5
、

0
0
0
円
、
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
は
各
1
5
、

0
0
0
円
。
町
の
猟
友
会
が
駆
除
を

行
っ
て
い
る
が
、
年
々
高
齢
化
し
会

員
不
足
が
心
配
さ
れ
る
。

問
　
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
で
、

ど
の
く
ら
い
橋
を
直
し
、
費
用
は
い

く
ら
か
。

【
建
設
課
】

答
　
町
管
理
の
1
5
1
橋
全
て
で
何

ら
か
の
修
繕
が
必
要
。
通
常
の
維
持

管
理
で
修
繕
が
可
能
な
も
の
が
約
半
分
。

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
の
が

41
橋
。
防
護
柵
が
な
い
橋
な
ど
優
先

順
位
を
付
け
て
直
し
て
い
く
。
架
け

替
え
前
に
適
正
に
修
繕
し
、
橋
の
延

命
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
、
経
費
削

減
が
図
れ
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

【
商
工
観
光
課
】

問
　
青
柳
宿
活
性
館
耐
震
診
断
の
結

果
は
。

答
　
木
造
建
築
の
耐
震
診
断
と
、
補

強
方
法
に
よ
る
指
標
が
0
・
7
以
上

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
0
・
07
と

い
う
結
果
で
あ
り
、
非
常
に
危
険
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る

問
　
か
じ
か
の
湯
は
大
幅
な
赤
字
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
指
導

を
行
っ
て
い
る
か
。

答
　
指
定
管
理
の
協
定
上
、
町
は
経

営
の
改
善
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
営
業
時
間

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
改
善
勧
告

を
行
っ
た
。



老
朽
化
に
よ
り
移
転
が
予
定

さ
れ
て
い
る
第
3
分
団
詰
所

（
長
澤
地
内
）

予
算
質
疑

条
例
制
定

請
願
2
件
を
採
択

人
権
擁
護
委
員
を
再
任

問
　
景
観
計
画
策
定
業
務

1
0
3
万
円
の
内
訳
は
。

答
　
審
議
会
や
住
民
へ
の
説
明

資
料
作
成
と
計
画
を
具
体
的
に

推
進
す
る
た
め
の
区
域
図
や
条

例
の
作
成
・
概
要
版
の
製
本
費

で
あ
る
。
今
後
一
年
間
か
け
て

行
う
た
め
債
務
負
担
と
し
た
。

問
　
中
山
間
地
住
宅
用
地
取
得

補
助
2
0
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
中
山
間
地
へ
の
定
住
促
進

を
目
的
に
補
助
す
る
も
の
で
、

1
件
1
0
0
万
円
、
2
件
分
を

計
上
し
た
。

問
　
社
会
保
障
税
番
号
制
導
入

デ
ー
タ
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　
導
入
に
向
け
準
備
し
て
い
る
。

来
年
10
月
か
ら
番
号
を
つ
け
、

28
年
度
実
施
予
定
で
あ
る
。
こ

れ
が
実
施
さ
れ
る
と
各
種
申
請

書
類
へ
の
所
得
証
明
添
付
が
不

要
と
な
る
。

問
　
予
算
の
根
拠
と
な
る
経
費

の
明
細
や
、
売
り
上
げ
の
内
訳

な
ど
の
付
帯
資
料
は
あ
る
の
か
。

答
　
会
社
か
ら
は
付
帯
資
料
を

含
め
報
告
を
受
け
て
い
る
。
会

社
全
体
で
黒
字
を
目
標
と
し
設

定
し
て
い
る
。
道
の
駅
は
実
績

が
な
い
た
め
、
客
数
を
見
込
ん

で
客
単
価
を
設
定
、
塩
の
華
な

ど
の
季
節
変
動
率
を
加
味
し
売

上
高
を
計
上
し
た
。
塩
の
華
は

昨
年
実
績
比
70
％
で
見
込
ん
で

い
る
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る

　
条
例
4
件
を
制
定

〔
要
旨
〕
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
で
は
町
が
実
施
主
体
と
な
り
、

保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の

た
め
に
、
多
様
な
生
活
ス
タ
イ

ル
に
対
応
で
き
る
よ
う
条
件
の

緩
和
、
施
設
運
営
・
管
理
に
つ

い
て
、
き
め
細
か
く
新
た
に
定

め
た
。

■
手
話
言
語
法
の
早
期
制
定
を

　
求
め
る
請
願

〔
内
容
〕
音
声
の
聞
こ
え
な
い

子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ
け
手

話
で
学
べ
、
広
く
手
話
を
言
語

と
し
て
普
及
さ
せ
る
環
境
整
備

を
求
め
る
も
の
。

■
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務

　
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
拡

　
充
を
求
め
る
請
願

　
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を

送
付

　
長
澤
　
賢
氏
（
天
神
中
條
）

1億458万円増の総額74億6073万円となる
一般会計補正予算

㈱
富
士
川
の
経
営
状
況

に
関
す
る
報
告

634万円

335万円

103万円

7277万円

200万円

1525万円

823万円

913万円

十谷生活改善センター耐震補強工事費

社会保障・税番号制導入データ化業務費

景観計画策定業務費

防災用送信局設置費

空き家改修・中山間地域住宅用地取得補助金

鰍沢福祉センター改修費

産科セミ・オープンシステム負担金

消防第3分団詰所設計・用地取得費

戸別受信機設置のため

人口増・定住化促進のため

バリアフリー化など

峡南医療センターに設置

移転・建替えのため

おもな補正予算

㈱富士川26年度予算見通し
年間客数予測（3施設）：354,000人

売上
売上原価
売上総利益
経費（人件費込） 
営業利益
営業外収益
営業外費用
税引後利益

3億3200万円
2億600万円
1億2600万円
1億1700万円

900万円
1100万円
200万円
1170万円



問
　
保
育
所
の
特
色
、
魅
力
、

園
児
を
増
や
す
政
策
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
昨
年
度
よ
り
、

0
歳
児
保
育
を
始
め
た
。
一
時

預
か
り
事
業
も
全
保
育
所
で
対

応
し
入
所
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問
　
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い

て
町
の
考
え
は
。

町
長
　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
得
れ
ば
、
よ
り
深
い
検
討

に
入
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
女
性
の
働
く
場
所
の
確
保

を
役
場
が
手
本
を
示
す
べ
き
だ
。

正
職
員
の
女
性
の
雇
用
を
増
や

す
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
定
員
管
理
適
正
化

計
画
を
も
と
に
、
男
女
を
問
わ

ず
必
要
な
職
員
を
採
用
す
る
。

問
　
女
性
を
雇
用
し
た
民
間
企

業
へ
の
優
遇
措
置
の
考
え
は
。

商
工
観
光
課
長
　
国
の
新
た
な

認
定
制
度
を
も
と
に
、
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
幅
広
い
保
育
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
保
育
士
を
増
や
す

考
え
が
あ
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
適
正
な
保

育
士
の
配
置
を
行
う
。

問
　
全
保
育
所
で
延
長
保
育
の

対
応
は
で
き
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
新
た
な
需

要
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
全

保
育
所
で
対
応
し
た
い
。

問
　
町
民
一
体
と
な
っ
て
、
除

雪
に
取
り
組
む
啓
発
活
動
を
推

進
す
べ
き
だ
が
。

建
設
課
長
　
防
災
無
線
で
、
除

雪
に
対
す
る
協
力
を
促
し
て
い

き
た
い
。

問
　
雪
害
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
生
徒
の
雪
か

き
の
積
極
的
参
加
を
望
み
た
い
。

町
の
考
え
は
。

教
育
長
　
生
徒
の
安
全
面
を
十

二
分
に
考
慮
し
、
地
域
や
保
護

者
と
連
携
す
る
な
か
で
取
り
組
む
。

問
　
他
町
と
の
情
報
の
共
有
、

町
民
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
状
況

発
信
の
手
法
は
。

町
長
　
道
の
駅
に
、
県
下
の
幹

線
道
路
の
交
通
状
況
を
パ
ネ
ル

で
表
示
で
き
る
よ
う
、
国
土
交

通
省
と
県
へ
要
望
し
て
い
る
。

問
　
除
雪
道
路
の
優
先
順
位
は
。

建
設
課
長
　
国
道
、
県
道
へ
通

じ
る
幹
線
道
路
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
路
線
、
通

学
路
、
そ
の
他
生
活
関
連
道
路

の
順
で
除
雪
を
行
う
。

問
　
空
地
、
休
耕
地
等
の
所
有

者
と
、
雪
置
き
場
登
録
を
結
べ

ば
早
期
除
雪
処
理
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
。

建
設
課
長
　
区
長
会
を
通
じ
、

各
地
区
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

排
雪
場
の
確
保
に
向
け
た
調
査

を
進
め
る
。

問
　
富
士
川
町
雪
害
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
は
。

防
災
課
長
　
今
回
の
大
雪
の
状

況
と
町
の
対
応
結
果
を
総
括
し

た
上
で
、
雪
害
対
応
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
い
く
。

女
性
の
雇
用
促
進
は

大雪の経験を活かした雪害対応を

長
沢
け
ん
議
員

保育所の民営化は

多くの理解を得られれば
検討に入る

雪
害
の
検
証
は



問
　
鰍
沢
中
部
小
学
校
が
閉
校

と
な
り
半
年
が
過
ぎ
た
。
校
庭

に
雑
草
が
目
立
ち
始
め
た
の
で

地
元
有
志
で
草
取
り
を
し
た
。

住
民
の
多
く
も
中
部
小
の
こ
と

を
気
に
か
け
て
い
る
。
全
国
的

に
廃
校
は
増
え
、
当
町
で
も
五

開
小
学
校
が
い
ま
だ
廃
校
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
廃
校
利
用

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
中
部
小
学
校
校
舎
は
耐
震
化

も
し
て
あ
り
申
し
分
な
い
建
物
だ
。

ま
た
敷
地
内
に
は
プ
ー
ル
も
あ
る
。

現
時
点
で
中
部
小
学
校
跡
地
の

活
用
計
画
は
あ
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長
　
体
育
館
、
プ

ー
ル
な
ど
は
社
会
体
育
施
設
と

し
て
貸
し
出
し
て
い
る
。
校
舎

部
分
は
地
域
と
も
十
分
協
議
し
、

民
間
活
用
も
含
め
幅
広
い
有
効

活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
町
長
の
2
期
目
の
就
任
あ

い
さ
つ
の
中
に
、
図
書
館
な
ど

生
涯
学
習
機
能
の
整
備
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の

幅
広
い
人
た
ち
が
利
用
で
き
る

施
設
と
し
て
、
図
書
館
は
町
内

に
必
要
だ
。
図
書
館
も
今
は
多

様
化
し
て
お
り
、
複
合
型
施
設

と
し
て
運
営
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

公
営
施
設
は
使
わ
れ
て
こ
そ
意

味
が
あ
る
。
運
営
形
態
も
含
め

て
考
え
な
け
れ
ば
、
維
持
費
ば

か
り
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

図
書
館
の
整
備
に
関
し
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

町
長
　
図
書
館
は
、
年
代
を
問

わ
ず
住
民
が
情
報
を
入
手
し
、

学
習
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割

を
果
た
す
な
ど
、
住
民
に
と
っ

て
欠
く
事
の
で
き
な
い
施
設
で

あ
る
。
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も

図
書
館
を
望
む
声
は
あ
り
、
新

た
な
図
書
館
整
備
の
必
要
性
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
公
共
施
設
再
配
置
検
討

委
員
会
で
、
図
書
館
の
整
備
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

問
　
中
部
小
学
校
校
舎
を
利
用

し
た
図
書
館
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

国
で
も
一
極
集
中
の
是
正
を
考

え
て
い
る
。
地
方
で
も
町
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
地
方
の
中
心
に
施

設
が
集
中
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
で
あ
る
。

　
図
書
館
の
配
置
を
考
え
る
中
、

中
部
小
学
校
校
舎
も
ひ
と
つ
の

可
能
性
と
し
て
、
公
共
施
設
再

配
置
検
討
委
員
会
で
検
討
で
き

な
い
か
。

町
長
　
中
部
小
学
校
跡
地
の
活

用
策
が
定
ま
っ
て
な
い
の
で
、

対
象
施
設
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
多
く
の
町
民
が
利
用

す
る
施
設
と
し
て
は
、
立
地
条
件
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
勘
案
す
る
と
、

候
補
地
と
し
て
難
し
い
と
考
え
る
。

深
澤
公
雄
議
員

鰍沢中部小学校跡地の活用計画は

地域と協議し幅広い活用法を検討地域と協議し幅広い活用法を検討

図
書
館
整
備
に
関
す
る

町
長
の
考
え
は

廃校となっても愛着のある校庭の
草取りに取り組む有志（中部小）



秋
山
　
勇
議
員

問
　
特
定
健
診
の
受
診
の
現
状
、

受
診
率
向
上
へ
の
具
体
的
な
対

策
を
伺
う
。

町
民
生
活
課
長
　
「
富
士
川
町

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
審
査

等
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
40

歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対
象
に
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化

を
予
防
す
る
た
め
、
特
定
健
診

を
実
施
し
て
い
る
。

　
平
成
24
年
度
の
特
定
健
診
受

診
率
は
、
対
象
者
3
、
0
1
2

人
に
対
し
、
受
診
者
は
1
、

6
0
1
人
で
53
・
2
%
。
受
診

率
向
上
対
策
と
し
て
健
診
申
込

書
送
付
時
に
、
特
定
健
診
啓
発

チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
る
。

問
　
特
定
保
健
指
導
対
象
者
の

現
状
と
、
今
後
の
指
導
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。

福
祉
保
健
課
長
　
特
定
健
康
指

導
対
象
者
は
国
の
示
す
基
準
に

基
づ
き
、
腹
囲
ま
た
は
肥
満
度

を
第
1
の
選
定
基
準
と
し
て
、

高
血
糖
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常

の
リ
ス
ク
数
に
よ
り
「
情
報
提
供
」

と
、保
健
指
導
が
必
要
な
「
動
機

付
け
支
援
」「
積
極
的
支
援
」
の
3

つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
ら
れ
る
。

平
成
24
年
度
は
、
特
定
健
診
受

診
者
1
、
6
0
1
人
中
、
情
報

提
供
対
象
者
は
1
、
4
5
8
人
、

動
機
付
け
支
援
対
象
者
は

1
0
7
人
、
積
極
的
支
援
対
象

者
は
36
人
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
町
の
保
健
師
が
初
回
面
接
で

健
診
の
結
果
説
明
を
行
い
、
肥

満
や
高
血
糖
・
高
血
圧
・
高
脂

血
症
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
改

善
の
目
標
設
定
の
支
援
を
行
い
、

6
カ
月
後
に
評
価
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
積
極
的
支
援
対
象
者
に
は
、

動
機
付
け
支
援
と
同
様
、
目
標

設
定
の
支
援
を
行
い
、
よ
り
生

活
改
善
の
行
動
が
継
続
で
き
る

よ
う
、
定
期
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

問
　
医
療
費
の
現
状
と
今
後
の

医
療
費
抑
制
策
は
。

町
民
生
活
課
長
　
本
町
の
医
療

費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

平
成
25
年
度
は
約
11
億
4
、

0
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
と
比
較
し
9
、

1
0
0
万
円
増
、
約
9
%
増
と
な
っ

て
お
り
、
非
常
に
高
い
伸
び
率

と
な
っ
て
い
る
。
医
療
費
抑
制

対
策
は
、
調
剤
費
に
か
か
る
費

用
が
約
2
億
円
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
を
使

用
し
た
場
合
の
差
額
通
知
を
送

付
し
、
普
及
に
努
め
て
い
る
。

問
　
住
民
の
健
康
寿
命
を
延
ば

す
に
は
、
住
民
が
運
動
し
や
す

い
町
づ
く
り
、
環
境
整
備
に
取

り
組
む
こ
と
で
あ
る
が
、
町
の

考
え
を
伺
う
。

福
祉
保
健
課
長
　
町
で
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
、

筋
力
向
上
教
室
を
開
催
し
、
「
町

民
皆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
」

を
提
唱
し
、
住
民
が
運
動
し
や

す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き

た
い
。

特定健診の現状と受診率向上の具体策は

目標設定し継続支援していく

平均寿命と健康寿命の差

79.55

70.42

86.30

73.62

60 908580757065

男性

女性

9.13年

12.68年

平均寿命 健康寿命 平均寿命と
健康寿命の差（日常生活に制限のない期間）



問
　
現
在
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り

事
業
で
、
町
民
交
流
広
場
の
施

設
整
備
の
詳
細
設
計
業
務
を
進

め
て
い
る
。
駐
車
場
、4
0
0
m

ト
ラ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
リ
ニ
ア

の
ル
ー
ト
上
に
あ
る
利
根
川
公

園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
代
替
施
設

の
機
能
も
持
つ
の
か
。

建
設
課
長
　
富
士
川
右
岸
の
富

士
川
大
橋
か
ら
富
士
橋
ま
で
の

河
川
空
間
は
、
25
年
3
月
に
「
富

士
川
右
岸
ま
ち
づ
く
り
基
本
方

針
整
備
構
想
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
構
想
の
基
本
方
針
は
、
町

民
の
保
健
環
境
を
支
え
る
交
流

の
場
、
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
に
よ
る
交
流
の
場
、
防
災

拠
点
の
3
つ
の
観
点
か
ら
、
水

辺
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
民
交
流
広
場
は
、
利
根
川
公

園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
代
替
施
設

と
し
て
利
用
で
き
る
。
し
か
し
、

河
川
敷
地
内
で
あ
り
管
理
上
の

制
約
を
受
け
、
照
明
設
備
の
設

置
が
で
き
ず
、
夜
間
の
使
用
が

制
限
さ
れ
る
。

問
　
夜
間
も
使
え
る
ス
ポ
ー
ツ

公
園
を
、
町
民
交
流
広
場
の
ほ

か
に
も
新
設
す
る
の
か
。

建
設
課
長
　
利
根
川
ス
ポ
ー
ツ

公
園
は
、
公
共
施
設
再
配
置
計

画
の
中
で
協
議
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
6
月
定
例
会
の
産
業
建
設

常
任
委
員
会
報
告
で
、
慎
重
を

期
す
こ
と
を
要
望
し
た
。
そ
の

検
討
内
容
は
。

建
設
課
長
　
多
く
の
皆
さ
ま
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
と

な
る
よ
う
、
区
長
会
や
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
な
ど
に
よ
る
「
富

士
川
町
民
交
流
広
場
整
備
検
討

委
員
会
」
を
設
立
し
、
提
言
を

い
た
だ
き
詳
細
設
計
に
反
映
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

富
士
川
病
院
の
周
辺
の
浸
水
は

2
m
か
ら
5
m
未
満
の
区
域
と

表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う

地
域
の
河
川
敷
き
に
造
る
こ
と
は
、

も
う
一
度
慎
重
に
考
え
る
べ
き

で
は
。

町
長
　
国
土
交
通
省
で
つ
く
る

低
水
護
岸
は
、
先
般
の
水
害
く

ら
い
で
は
水
が
つ
か
な
い
と
考

え
る
。
土
地
は
河
川
敷
な
の
で

無
償
で
あ
る
。
富
士
川
は
青
柳

地
区
で
決
壊
す
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。
中
州
整
備
と
河
川

敷
の
活
用
を
国
土
交
通
省
と
一

体
的
に
行
う
。
今
後
水
が
つ
く

か
も
し
れ
な
い
が
、
数
年
に
1

回
か
、
数
十
年
に
1
回
で
は
な

い
か
。
つ
か
な
い
間
は
町
民
広

場
と
し
て
活
用
し
た
い
。

﹇
他
の
質
問
事
項
﹈

　
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

秋
山
　
貢
議
員

河川敷の町民交流広場は慎重に

水がつかない間は町民広場として活用水がつかない間は町民広場として活用

町民交流広場建設予定地（富士川河川敷）



増穂西小統廃合の考えは

斉
藤
欽
也
議
員

問
　
教
育
委
員
会
は
一
昨
年
か

ら
昨
年
、
学
校
規
模
適
正
化
を

検
討
し
、
西
小
は
増
穂
小
へ
の

統
合
が
望
ま
し
い
と
の
答
申
を

出
し
た
。
し
か
し
、
議
員
の
中

か
ら
存
続
を
望
む
声
が
多
く
出

さ
れ
、
町
長
は
条
件
付
き
で
1

年
間
の
存
続
を
認
め
た
。

 
私
は
一
対
一
的
な
教
育
に
な
っ

て
い
る
西
小
の
教
育
環
境
は
、

好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
来
年
の
こ
と
を
考

え
る
と
10
月
に
は
結
論
を
出
す

べ
き
だ
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
西
小
の
統
合
は
昨
年
、

教
育
委
員
会
の
学
校
規
模
適
正

化
基
本
方
針
を
受
け
、
地
域
や

議
会
と
の
議
論
を
踏
ま
え
、
現

状
の
児
童
数
で
推
移
し
た
場
合
、

閉
校
の
時
期
を
26
年
度
末
と
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
通
学
区
域
内
は
新

た
な
転
入
児
童
が
い
な
い
状
況
で
、

今
月
末
も
こ
の
状
況
が
続
く
よ

う
で
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
の

示
し
た
方
針
に
沿
っ
て
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
、
町
の
発
展
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
だ
。
西
小
を
閉
校

す
る
と
き
に
は
、
こ
れ
ま
で
西

小
に
か
け
て
い
た
教
育
費
を
増

穂
小
・
鰍
沢
小
の
教
育
充
実
の

た
め
に
使
う
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
は
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
は
、
ク

ラ
ス
替
え
の
で
き
る
増
穂
小
、

25
人
編
成
の
鰍
沢
小
、
過
小
規

模
校
で
は
あ
る
が
、
少
人
数
教

育
を
希
望
す
る
人
の
た
め
の
南

小
の
3
校
を
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ

け
て
い
る
。
現
在
6
人
の
在
校

生
が
い
る
西
小
で
は
、
こ
れ
ま

で
町
単
教
諭
、
支
援
員
を
配
置
し
、

他
の
学
校
と
遜
色
な
い
教
育
を

実
施
し
て
き
た
。
統
廃
合
に
な

れ
ば
、
そ
の
予
算
は
増
穂
小
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
使
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
防
災
訓
練
で
中
央
市
は
、

田
富
北
小
の
ボ
ー
ト
に
よ
る
避

難
訓
練
を
行
っ
た
。
本
町
の
第

二
保
育
所
は
防
災
マ
ッ
プ
で
、

2
m
の
水
が
つ
く
洪
水
避
難
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
足
腰

の
弱
い
園
児
の
速
や
か
な
移
動

を
行
え
る
よ
う
、
避
難
道
路
の

確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。

建
設
課
長
　
第
二
保
育
所
は
浸

水
想
定
区
域
で
、
大
雨
予
想
時

は
早
い
段
階
で
保
護
者
に
園
児

の
引
渡
し
を
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
周
辺
の
道
路
は
道
幅

が
狭
い
た
め
車
の
す
れ
違
い
が

困
難
な
状
況
。
地
元
と
協
議
す

る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
二
保
育
所
園
児
の

避
難
路
確
保
は

現状のままでは来年統合する現状のままでは来年統合する

統廃合が検討された増穂西小学校



問
　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
保
健
課
長
　
医
療
と
介
護

の
連
携
、
認
知
症
施
策
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
包
括
的
な
支
援
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組
む
。

問
　
現
在
の
本
町
の
高
齢
者
人
口
、

比
率
、
要
支
援
1
、
2
の
方
の

人
数
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
4
月
1
日
現
在
、

4
、
9
2
1
人
。
高
齢
化
率
30

・
4
％
。
要
支
援
1
、
2
の
合

計
は
1
3
0
人
。

問
　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
を
設
置
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
早
期
診
断
、

早
期
治
療
で
進
行
を
遅
ら
せ
、

悪
化
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
。

複
数
の
専
門
職
、
保
健
師
、
看

護
師
、
作
業
療
法
士
な
ど
専
門

医
が
必
要
。
峡
南
地
区
で
の
共

同
実
施
を
検
討
中
。

問
　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
た
設
置
の
対
応
は
。

町
長
　
そ
ち
ら
も
対
応
し
な
が
ら
、

地
域
で
し
っ
か
り
守
っ
て
い
け

る
体
制
を
考
え
て
い
る
。

問
　
通
所
型
予
防
サ
ー
ビ
ス
と

配
食
、
見
守
り
、
安
否
確
認
な

ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
の
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
既
存
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
民
間
事
業

所
の
持
つ
専
門
性
を
生
か
し
た

サ
ー
ビ
ス
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
検
討
し
、
整
備
を
進

め
て
い
く
。

問
　
認
知
症
の
人
と
家
族
が
集

う
認
知
症
カ
フ
ェ
や
、
地
域
住

民
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

フ
ェ
の
設
置
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
認
知
症
の
人

や
家
族
は
地
域
の
支
え
合
い
が

必
要
。
地
域
の
方
々
が
気
軽
に

集
い
、
お
互
い
に
交
流
で
き
る

場
と
し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り

の
再
構
築
の
場
と
し
て
期
待
で

き
る
。

問
　
空
き
家
数
と
空
き
家
バ
ン

ク
の
利
用
状
況
は
。

企
画
課
長
　
空
き
家
総
数

1
9
3
戸
、
青
柳
町
区
が
最
も

多
く
43
戸
。
物
件
の
登
録
数
は

12
件
、
利
用
希
望
者
の
登
録
数

は
39
人
。
こ
れ
ま
で
の
売
買
、

賃
貸
契
約
成
立
が
各
1
件
、
現

在
交
渉
中
が
2
件
。

問
　
空
き
家
撤
去
に
必
要
な
解

体
一
部
助
成
、
地
域
施
設
活
用

に
改
修
す
る
場
合
の
工
事
費
用

補
助
は
。

企
画
課
長
　
定
住
の
た
め
の
空

き
家
の
改
修
補
助
は
実
施
し
て

い
き
た
い
。
地
域
で
必
要
な
施

設
と
し
て
活
用
す
る
場
合
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備

費
貸
付
制
度
を
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

問
　
空
き
家
の
適
正
な
管
理
に

対
す
る
条
例
の
制
定
は
。

防
災
課
長
　
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

小
林
有
紀
子
議
員

地域包括ケアシステムの構築は

地域の実情に応じた体制を進める地域の実情に応じた体制を進める

みんなで歌って楽しく『生涯青春』

放置されたままの空き家

空
き
家
バ
ン
ク

利
用
と
一
部
助
成
を



青
　
光
仁
議
員

学
校
図
書
室
･
児
童

セ
ン
タ
ー
の
活
用
は

か
わ
ま
ち
づ
く
り

推
進
は

特色ある富士川教育を

学校ごとに力を入れている学校ごとに力を入れている

図書室の充実を（増穂小学校図書室）

問
　
教
育
制
度
改
革
に
つ
い
て
、

こ
の
4
年
間
で
力
を
入
れ
て
き

た
富
士
川
町
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
長
　
地
域
と
の
関
わ

り
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
、

学
校
ご
と
に
特
色
の
あ
る
教
育

に
力
を
入
れ
て
き
た
。

問
　
教
育
委
員
会
制
度
改
革
案

に
対
し
、
町
長
の
所
感
は
。

町
長
　
教
育
の
政
治
的
中
立
性
･

継
続
性
を
確
保
し
、
町
と
教
育

委
員
会
が
一
体
に
、
新
制
度
改

革
に
向
け
準
備
す
る
。

問
　
教
育
長
の
所
感
を
伺
う
。

教
育
長
　
教
育
行
政
の
新
体
制

へ
移
行
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
て
い
く
。

問
　
当
町
の
教
育
長
、
教
育
委

員
長
の
権
限
と
責
任
は
明
確
に
な
っ

て
い
る
か
。

教
育
長
　
権
限
と
責
任
は
明
確

に
さ
れ
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
の
育
成
に
大
事
な

図
書
購
入
予
算
を
増
額
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
昨
年
と
同
様
だ
が
、

学
校
司
書
と
連
携
し
、
図
書
の

充
実
に
努
め
る
。

問
　
図
書
室
の
一
般
開
放
は
考

え
ら
れ
る
か
。

教
育
長
　
校
舎
の
管
理
、
施
設

整
備
や
改
築
も
必
要
で
、
一
般

開
放
す
る
考
え
は
な
い
。

問
　
放
課
後
児
童
教
室
で
、
定

期
的
に
読
み
聞
か
せ
や
英
語
教

育
な
ど
、
有
識
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
読
み
聞
か

せ
の
会
は
発
足
し
た
。
夏
休
み

な
ど
に
英
語
、
将
棋
、
工
作
な

ど
を
行
い
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ

た
い
。

問
　
計
画
さ
れ
て
い
る
町
民
交

流
広
場
の
利
用
予
測
や
、
水
辺

公
園
と
の
整
合
性
は
。

建
設
課
長
　
交
流
イ
ベ
ン
ト
や

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
場
、
防
災
拠

点
と
し
て
計
画
す
る
。

問
　
河
川
敷
内
の
ト
イ
レ
、
水

道
の
設
置
、
日
除
け
等
の
計
画
は
。

建
設
課
長
　
河
川
敷
内
の
た
め
、

国
土
交
通
省
と
協
議
し
関
係
法

令
に
沿
い
進
め
る
。
今
後
、
町

民
交
流
広
場
整
備
検
討
委
員
会

等
で
検
討
す
る
。

問
　
検
討
委
員
会
は
設
立
さ
れ

て
い
る
か
。

建
設
課
長
　
庁
内
検
討
会
は
設
置
。

整
備
検
討
委
員
会
は
ま
だ
設
置

し
て
な
い
。

問
　
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
取
り
止
め
も
有
り

得
る
か
。

町
長
　
護
岸
が
侵
食
さ
れ
て
い
る
。

国
交
省
が
護
岸
を
造
り
、
そ
の

土
手
側
を
町
が
再
利
用
す
る
計
画
。

国
交
省
や
町
民
の
代
表
の
整
備

検
討
委
員
会
と
協
議
す
る
。



問
　
6
月
議
会
で
天
神
中
條
20

号
線
の
必
要
性
に
つ
い
て
質
問

し
た
。
地
域
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
道
路
と
の
答
弁
だ
が
、
地
域

の
人
た
ち
は
知
ら
な
い
と
の
声

が
多
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
こ
の
道
路
を
造
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
。

建
設
課
長
　
平
成
20
年
11
月
に

天
神
中
條
区
役
員
か
ら
、
歩
道

つ
き
の
道
路
を
整
備
し
、
安
全

な
通
学
を
図
れ
る
よ
う
新
設
道

路
の
要
望
書
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

本
年
5
月
に
天
神
中
條
区
役
員

に
事
業
の
概
要
説
明
を
行
い
、

事
業
推
進
に
向
け
て
賛
同
を
得

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
住
民
へ
の
説
明
会
は
し
た

の
か
。

建
設
課
長
　
し
て
い
な
い
。

問
　
地
域
の
人
た
ち
か
ら
、
こ

の
道
路
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と

い
う
声
が
非
常
に
多
か
っ
た
の

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
道
路
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
か
？
の
設
問
に
、

地
元
の
天
神
中
條
・
最
勝
寺
で

回
答
1
2
6
件
中
、
知
っ
て
い

た
は
14
件
、
そ
の
う
ち
、
必
要

と
答
え
た
の
は
6
件
、
必
要
な

い
は
8
件
。
全
体
3
0
0
件
で
は
、

必
要
な
い
が
96
・
6
％
・
2
9
0

件
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

道
路
予
定
地
の
周
辺
、
隣
近
所

が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
必
要

な
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
。
苦

情
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
ど
う
思

う
の
か
。

町
長
　
平
成
20
年
、
天
神
中
條

の
区
長
と
土
木
委
員
長
か
ら
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

こ
の
道
路
の
建
設
は
進
め
た
い
。

町
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
要
望
書
が
出
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
当
時
の
区
長
の

話
で
は
「
要
望
書
は
町
が
持
っ

て
き
て
、
サ
イ
ン
を
し
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と
で
土
木
委
員
長

の
名
前
も
一
緒
に
書
い
た
。
だ

か
ら
判
が
押
し
て
な
い
。
今
、

こ
の
道
路
に
は
反
対
で
あ
る
」

と
の
こ
と
。
こ
れ
が
要
望
書
と

し
て
通
る
の
か
。

町
長
　
そ
の
辺
の
事
情
は
分
か

ら
な
い
が
、
歴
代
区
長
か
ら
要

望
書
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
る
。

問
　
用
地
買
収
の
価
格
だ
が
、

昭
和
通
り
に
面
し
た
梅
畑
よ
り

奥
の
ほ
う
が
高
い
の
は
本
当
か

建
設
課
長
　
1
平
方
ｍ
当
た
り
1
、

7
0
0
円
ほ
ど
高
い
。

問
　
最
近
、
富
士
川
町
で
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
独
死
が
何

件
か
あ
っ
た
。
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
が
。

福
祉
保
健
課
長
　
孤
立
・
孤
独

死
を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
の

見
守
り
体
制
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

堀
内
春
美
議
員

この道路の地元要望はあったのか

あったと考えているあったと考えている

高
齢
者
の
孤
独
死
は

独自調査のアンケート結果

※アンケートは29人の方々が協力し、集めていた
　だいた。調査範囲は天神中条20号線（天神中條・
　最勝寺・青柳地区）を中心に行った。

天神中條

最勝寺

青柳

知っていた

知らない

知っていた

知らない

知っていた

知らない

必要

必要でない

必要

必要でない

必要

必要でない

12人

49人

2人

63人

12人

162人

4人

57人

2人

63人

4人

170人

道路がでることを この道路は必要かどうか地区



問
　
議
会
で
も
増
穂
商
業
高
校

存
続
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
検
討
を
始
め
た
。
町
長
の
考

え
は
。

町
長
　
現
時
点
で
は
、
県
か
ら

何
ら
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
言
及
で
き
な
い
。

問
　
増
穂
商
業
高
校
を
既
存
の

県
立
高
校
と
し
て
存
続
さ
せ
る

の
で
な
く
、
無
試
験
で
入
学
さ

せ
て
、
単
位
が
取
れ
た
ら
卒
業

で
き
た
り
、
不
登
校
の
生
徒
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
特
色
あ
る
学

校
と
し
て
創
設
で
き
な
い
か
。

教
育
特
区
を
取
る
た
め
の
研
究

努
力
を
し
て
欲
し
い
が
。

町
長
　
特
色
あ
る
制
度
の
導
入

で
高
校
を
創
設
す
る
ア
イ
デ
ア
は
、

大
変
豊
か
な
発
想
と
考
え
る
。

し
か
し
、
本
町
の
存
続
に
つ
い

て
の
考
え
は
、
県
下
唯
一
の
県

立
商
業
高
校
と
し
て
の
存
続
を

考
え
て
い
る
。

問
　
長
野
県
川
上
村
は
レ
タ
ス

生
産
出
荷
量
が
日
本
一
。
農
家

の
1
戸
当
た
り
収
入
は
年
間
3

千
万
円
と
聞
く
。
若
者
の
Ｕ
タ
ー

ン
が
相
次
い
で
い
る
の
が
、
人

口
減
少
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
て

い
る
。
増
穂
商
業
高
校
の
生
徒

を
増
や
す
こ
と
も
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
一
つ
の
方
法

に
な
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

町
長
　
増
高
が
魅
力
あ
る
学
校

と
し
て
存
続
す
る
こ
と
は
、
地

域
の
活
力
に
も
つ
な
が
る
一
つ

の
方
策
と
期
待
し
て
い
る
。
今

後
も
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、

医
療
、
教
育
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
施
策
を
充
実
す
る
こ
と
で
定

住
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問
　
6
月
に
小
室
の
ゆ
ず
を
ア

メ
リ
カ
･
オ
ハ
イ
オ
州
シ
ド
ニ
ー

市
に
植
え
た
ら
ど
う
か
と
提
案

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

町
民
生
活
課
長
　
自
然
・
歴
史
・

産
業
な
ど
の
共
通
点
や
民
間
レ

ベ
ル
の
交
流
な
ど
、
双
方
の
都

市
が
期
待
さ
れ
る
効
果
を
考
え

て
合
意
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

シ
ド
ニ
ー
市
も
含
め
、
ど
の
よ

う
な
交
流
が
可
能
か
検
討
す
る
。

問
　
国
際
化
を
目
的
と
し
た
奨

学
金
を
子
ど
も
た
ち
に
出
し
、

科
学
・
農
業
分
野
な
ど
で
成
功

を
収
め
さ
せ
た
い
が
。

町
長
　
世
界
で
羽
ば
た
き
、
地

域
に
戻
っ
て
来
て
く
れ
る
こ
と
、

地
域
で
世
界
的
に
活
躍
し
て
い

る
企
業
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

町
と
し
て
検
討
し
た
い
。

長
澤
芳
文
議
員

増穂商業高校の存続は

PTAや同窓会と連動対応するPTAや同窓会と連動対応する

国
際
交
流
の

進
捗
状
況
は

国
際
化
を
目
的
に

し
た
奨
学
金
を

特色ある学校として創設を期待したい増穂商業高校
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●研修場所  神奈川県二宮町

▼
反
対
意
見

・
閉
校
す
る
こ
と
は
大
き
な
過
ち

　
で
あ
る
。
こ
こ
で
学
び
た
い
人

　
を
排
除
し
て
よ
い
の
か
。

・
存
続
の
た
め
定
住
者
を
迎
え
る

　
活
動
を
し
て
い
る
。
時
す
で
に

　
お
そ
し
の
結
論
を
出
す
べ
き
で

　
は
な
い
。

・
人
口
増
の
観
点
か
ら
も
残
す
べ

　
き
で
あ
る
。

▼
賛
成
意
見

・
2
年
前
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、

　
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
仕

　
方
な
い
。
異
例
の
慎
重
審
議
の

　
結
果
を
支
持
す
る
。

・
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
は
残
し
た

　
い
が
、子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

　
存
続
と
は
簡
単
に
い
え
な
い
。

・
1
人
2
人
の
子
ど
も
が
通
う
状

　
況
が
続
く
こ
と
は
良
く
な
い
。

　
同
級
生
が
必
要
で
あ
る
。

〔
請
願
内
容
〕

　
増
穂
西
小
学
校
の
存
続
条
件
で

あ
る
1
年
の
猶
予
期
間
を
5
年
に

延
長
す
る
こ
と
。

〔
委
員
会
審
査
結
果
と
内
容
〕

・
不
採
択

　
昨
年
町
が
示
し
た
存
続
条
件
（
通

学
区
域
内
に
お
い
て
教
育
委
員
会

が
策
定
し
た
学
校
規
模
適
正
化
基

本
方
針
を
満
た
す
こ
と
）
を
基
準

に
調
査
を
行
っ
た
が
、
9
月
末
時

点
に
お
い
て
も
要
件
を
満
た
す
状

況
に
は
な
い
。
ま
た
、
過
小
規
模

校
に
よ
る
少
人
数
教
育
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針
を
尊

重
す
べ
き
と
意
見
集
約
し
た
。

　
9
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
た
「
増
穂
西
小
学
校
存
続
延
長
に

関
す
る
請
願
」
の
委
員
会
審
査
結
果
（
不
採
択
）
を
10
月
7
日
の
臨
時

議
会
で
討
論
採
決
し
、
議
決
し
た
。

　
こ
の
請
願
の
内
容
は
、
昨
年
特
別
委
員
会
を
設
置
し
議
論
し
て
き
た

経
緯
も
あ
り
、
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
閉
会
中
も
慎
重
に
審
議

を
行
っ
た
。
臨
時
会
を
開
催
し
た
の
は
来
年
度
の
学
校
編
成
を
考
え
る

と
1
日
も
早
く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

〔
反
対
者
〕
川
口
正
満
、
堀
内
春
美
、
市
川
淳
子
、
神
田
　
智

〔
賛
成
者
〕
小
林
有
紀
子
、
深
澤
公
雄
、
青
　
光
仁
、
秋
山
　
勇
、

長
澤
芳
文
、
鮫
田
洋
平
、
長
澤
　
健
、
秋
山
　
貢
、

斉
藤
欽
也
、
井
上
光
三
、
小
林
　
進

1日
2日
4日
8日
9日

25日
8日
19日
21日
22日

25日
29日
2日

7月

8月

9月

広報モニター委嘱式 
鰍沢小中学校プール竣工式
広報常任委員会
道の駅富士川竣工式
総務常任委員会、広報常任委員会
議会研修会
議会運営委員会、全員協議会、教育厚生常任委員会
議会運営委員会、全員協議会
富士川町議会議員行政視察研修（20日まで）
教育厚生常任委員会
議会運営委員会、全員協議会
リニア対策特別委員会、議会改革特別委員会、
増穂商業高校の存続を考える特別委員会、
政務活動費学習会、広報常任委員会
議会運営委員会
教育厚生常任委員会
全員協議会

　二宮町は公共施設課を設置し、公共施
設白書・公共施設再配置に関する基本方
針を策定している。
 計画策定の課題やポイント、更には議会
基本条例策定、政務活動費について研修
を行い、大変参考になった。



■
発
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発
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県
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編
集
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問題1. 25年度の一般会計の決算額は。
問題2. 有害鳥獣駆除のサルの報償金は。
問題3. 町内の空き家総数は。

《景　　品》

《応募要領》

《 宛 て 先 》

《 締 め 切り》

《当選者の発表》

抽選で3名の方に図書券千円分を差し上げます。

必要事項を記入の上、ハガキにて応募ください。

〒400-0592　富士川町天神中條1134

　　　　　富士川町議会事務局　行

平成26年11月末日（当日消印有効）

商品の発送をもって当選と代えさせていただきます。

・答え　・郵便番号　・住所　・氏名
・年齢　・電話番号　・議会だよりの感想

（１）特別委員会を4つ設置　（２）6月8日に休日議会を開催。
（３）臨時会で可決されたのはプレミアム商品券補助金

前回の答え

　
今
夏
は
異
常
気
象
に
よ

り
、
日
本
列
島
の
各
地
が

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

富
士
川
町
で
は
被
害
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
一
度
、
自
分
が
住
ん
で

い
る
地
域
を
見
直
し
、
地

形
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
、

災
害
に
備
え
て
準
備
し
て

お
く
こ
と
、
自
助
・
共
助

と
隣
近
所
と
の
交
流
を
深

め
て
お
く
必
要
を
痛
感
し

ま
す
。

　
さ
て
、
９
月
議
会
も
終
わ
り
、
議
会
だ
よ
り
18

号
を
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。
今
、
町
で
、
議

会
で
何
を
議
論
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
議
会
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
堀
内
春
美
）

常任委員会
広報 斉藤　欽也・川口　正満

深澤　公雄・小林有紀子委　　員

鮫田　洋平委　員　長 堀内　春美副委員長

団員の声団員の声
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

♪今私は風の中にいて青い空と
話をしたよ～続く～。これは
「BELIEVE」等で有名な杉本
竜一様の作詞作曲「FRIENDS」
です。今夏も「チームまでい山梨」
の19人が福島飯館村の皆さま
と一緒に歌い、涙の再会と別れ
をしてきた曲です。本コーラス
部でも目下練習中です。今後、
願わくは杉本様から校歌として
プレゼントされた「県立かえで
支援学校」の皆さまと、歌の交
流ができたらと思っています。
ソプラノリーダー　宮澤三重子

6月に開催されたミニ
コンサート「みんなで
うたいましょう」を聴き、
美しいハーモニーにすっ
かり魅せられて、その
日のうちに入部させて
いただきました。初め
は不安もありましたが、
今では練習日が待ち遠
しく、先輩の足を引っ
張らないように、1日も
早くしっかり覚えようと
頑張っています。
　　新部員　石沢　泉

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

あやめコーラス

　昭和63年ＰＴＡコーラスＯＧ有志で
創部され、当時は混合合唱「町民コーラ
ス」としてスタートしました。現在は、「ま
すほあやめコーラス」と改名し、町文化
協会、寺小屋学級に所属し活動していま
す。年齢層も高くなりつつありますが、
声は若さを保つようにと、指導者は厳し
さの中にもユーモアも交えながら、パー
トの持ち味を発揮できるよう指導してく
れます。また、ハーモニーを創り出しな
がら癒やしの空間も楽しみ、年3回のコ
ンサート、特に11月の県ママさんコー
ラス大会と山梨ときめきコンサートの
合同演奏会には、良い結果が出せるよう
に練習に励んでいます。
　10年ほど前「由紀さおり童謡唱歌コ
ンサート」の誘いを受け共演したのがきっ
かけで、これまで地元で童謡唱歌を歌
いたい夢を持ち続けていたのが実現し
ました。今年6月、会場いっぱいのお客
さまを迎えて私たちのコーラスを聞い
ていただき、その後みんなで歌ったり、笑っ
たり、最後の抽選会も盛り上がり楽しい
時間を過ごしていただきました。歌いだ
すとみんなが笑顔になり、心和むひと時
です。童謡唱歌はいつでもどこでも歌
える歌。ずっと歌い続けていけるように
と思うこのごろです。

代表　深澤道子


